
「⽯炭⽕⼒をめぐる世界の潮流」から
大事な論点

□ 「脱石炭」は後戻りしない構造変化

□ 「脱石炭」をどうやって、どれだけ早くやるか

□ 日本のエネルギー政策の転換は不可欠

問題は “できるか・できないか”ではなく、

“間に合うかどうか”

今日のテーマは
書籍のコラム１，３
Q9を見てね！


